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青空と緑と産業のまち昭和町

扉は向こうからは聞けてくれない

カデしばれ新成人/
「久しぶり¥元気だ、った..Ji今何しているの..Ji全然変わらない

ね」会場のあちらこちらから、手をとり肩をだだきあって友人

との再会を喜ぶ会話が聞こえてきます。

成人式の式典終了後、「二十歳の会」代表者による進行によ

り行われだ茶話会では、式典、記会写真撮影での緊張もほぐれ

終始なごやかな雰囲気のなか歓喜に満ちだ会話が展開され、

20歳のはばだく雰囲気が会場いっぱいに繰り広げられまし

定。未来への大きな期待をこめシャンペンで乾杯し、仲間同士

で20歳の門出を祝福しあいまし疋。

目
(町の人口)

男 6，538人(十 7)

女 6，248人 (+18) 

計- 12，786人(十25)

世帯数 4，275戸 (+14) 

1992 1月1日現在。()内は前月比
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輝
く
一

一
十
歳

ω門
出
を
祝
う

一
月
十
五
日
、
新
し
く
成
人
に
な
ら

れ
た
み
な
さ
ん
を
お
祝
い
す
る
成
人
式

式
典
が
、
町
総
合
会
館
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
昭
和
町
で
は
、
男
性

百
六
名
、
女
性
百
四
名
、
合
計
二
百
十

名
の
み
な
さ
ん
が
晴
れ
て
成
人
式
を
迎

え
ま
し
た
。

会
場
に
は
、

か
ら
、
ス

l
ツ
姿
に
身
を
固
め
た
男
性

や
、
色
鮮
や
か
な
振
り
そ
で
姿
の
女
性

が
ぞ
く
ぞ
く
と
集
ま
り
、
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
人
と
の
会
話
が
は
ず
ん
で
い
ま

し
た
。

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
泉
町
長
の
新
成
人
を
祝
う
式
辞
、

山
口
教
育
委
員
長
の
激
励
の
言
葉
に
続

午
前
九
時
三
十
分
ご
ろ

町学F ア刊一一時、』

き
、
町
か
ら
新
成
人
代
表
の
森
田
和
也

さ
ん
・
加
々
本
洋
美
さ
ん
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
い
て
、
新
成

人
を
代
表
し
て
押
越
の
有
賀
一
広
さ
ん

か
ら

『社
会
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
、
更
な
る
地
域
の
発
展
に
貢

献
で
き
る
よ
う
、
お
互
い
に
協
力
し
合

い
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
』
と
力

強
い
誓
い
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
町
の
関
係
者
と
一
緒

に
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
そ
の
後
、
新

成
人
代
表
者
で
構
成
さ
れ
た
「
二
十
歳

の
会
」
の
み
な
さ
ん
主
催
に
よ
る
茶
話

会
が
行
わ
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
会
話

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

二
十
一

世
紀
の
昭
和
町
を
担
う
新
成

人
の
み
な
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
を
心
か

ら
期
待
し
ま
す
。

4

司
苦
言
い
の
言
葉
を
述
べ
る
有
賀
さ
ん

...式典に臨み、心新たにする新成人のみなさん

h
F

記
念
口問
を
受
け
取
る
森
田
・
加
々
本
さ
ん

日

十

歳
に
な
っ
た
り

一
あ
な
た
も
国
民
年
金

一

一

二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し

一

-

て
い
ろ
い
ろ
な
権
利
や
義
務
が
生

田

一
ま
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す

一

一
る
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
す
。

一

・

国
民
年
金
は
、

二
十
歳
か
ら
六

・

一
十
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

一

一
す
る
も
の
で
、
将
来
の
老
後
の
支

一

一
え
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

一

一
ま
す
。
ま
た
、
長
い
一
生
の
間
仁

一

一
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
か
わ
か
り

一

一
ま
せ
ん
。
病
気
や
事
故
で
障
害
ま

一

一
た
は
遺
族
と
な
っ
た
と
き
な
ど
に

一

一
も
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

一

一

・
第
一
号
被
保
険
者

一

一

農
業
・
自
営
業
・
無
職
・
学
生

一

一

な
ど
の
方
。
(
学
生
は
、
平
成
三

一

一

年
四
月
か
ら
強
制
加
入
と
な
り

一

固

ま
し
た
。
)

圃

一

・
第
二
号
被
保
険
者

一

一

職
場
の
年
金
制
度
(
厚
生
年
金

一

一

ま
た
は
共
済
組
合
)
に
加
入
し

…

一

て
い
る
方
。
同
時
に
、
国
民
年

一

一

金
に
も
加
入
し
て
い
る
こ
と
に

一

一

な
り
ま
す
。

-

一

・
第
三
号
被
保
険
者

一

一

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

一

一

て
い
る
配
偶
者
の
方
。

一

一

第

一
号
・
第
三
号
被
保
険
者
に

一

一
該
当
す
る
人
は
、
自
分
で
手
続
き

一

-
を
し
て
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ

四

一
と
に
な
り
ま
す
。

一

一

加
入
の
手
続
き
は
、
役
場
町
民

一

…
窓
口
課
国
民
年
金
係
(
圏
花
1
2
1

…

一

1
1
)
へ。

一
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地
域
の
防
災
は
俺
た
ち
で
刀

づ語読側

部慶~

昭
和
町
消
防
出
初
式

新
春
恒
例
の
昭
和
町
消
防
出
初
式
が

一
月
五
日
、
押
原
中
グ
ラ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、

町
の
消
防
団
員
、
役
場

消
防
隊
を
は
じ
め
関
係
者
お
よ
そ
二
百

名
が
列
席
。
泉
町
長
の
訓
示
、
角
野
幹

男
団
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
消
防
団

員
に
よ
る
消
防
訓
練
礼
式
・
ポ
ン
プ
操

法
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

地
域
防
災
に
対

す
る
決
意
と
、
災
害
ゼ

ロ
へ
の
願
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
、

押

原
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
生
徒
達
が
、

行
進
曲
・
得
賞
歌
な
ど
を
演
奏
し
、
式

典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
の
席
上
、
消
防
活
動
に

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
、

表
彰
状
・
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

A 厳粛に行われた消防出初式

(
敬
称
略
・
順
不
同
)

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
乙
種
功

労
章
)

松

山

仁

志

村

武

夫

野

沢

幸

仁

望
月
正
喜

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰

深
川
謹

一

坂

本

久

小

林

孝

V
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表
彰

石
原
六
夫

V
南
甲
府
警
察
署
長
並
び
に
県
防
犯
協

会
南
甲
府
支
部
長
表
彰

高
野
龍
二
三
谷
友
男
保
坂
忠
徳

堀

口

久

男

小
宮
山
稔

V
昭
和
町
長
表
彰

笹
本
信
彦

山
中

一

小
林
俊
介

山
口
敏
文

窪
田
正
樹

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

森
田
実
佐
野
勝
彦
井
上
久
雄

渡
辺
税

今
村
力

V
十
年
勤
続
表
彰

高
野
龍
二

V
五
年
勤
続
表
彰

長

田

茂

井

口

芳

明

山

中

一

輿

石
正

小
林
俊
介

清

水

正

夫

有

賀
正
幸

山
口
敏
文

花

形

和

紀

二ニケー斗

佐
々
木
義

磯
部
克
彦
杉
原
喜
彦

彦

神
宮
寺
良
吉

V
山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

三
井

猛

五

味

正

雄

古

屋

光

昭

雨
宮
章
人

V
甲
府
地
区
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

高
野
龍
二
田
中
邦
彦
三
谷
友
男

今

沢

幸

広

渥
美
幸
久

輿
石
栄

V
昭
和
町
長
特
別
表
彰

高
野
龍
二
田
中
邦
彦
三
谷
友
男

今

沢

幸

広

渥

美

幸

久

輿

石

栄

長
田
信
夫

V
消
防
長
・
支
部
長
連
名
表
彰

昭
和
町
消
防
団

V
火
災
早
期
発
見
者
(
敬
称
略
)

樋
口
憲

子

樋

口

禎

己

中

村
猛
志

上
田
み
な
み
田
中
克
彦
深
沢
恵

子

海

野

喜

美

子

堀

口

民

子

堀

之
内
幸
三

堀
之
内
美
保

子

笹

之

池
和
江

笹
之
池
睦
成

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
推
進

町
田
子
愛
育
会

企行進曲に合わせて力強い行進

荻
野
智
恵
子
会
長

衣幸三 1え

主主空?智J晶子訴え

.M"，l声年，".U"j.j.をさ7")

{-"<tIJ!:"Y/t々;J;拾いえカ2

JI!tたキ"，")<...，'41，'

τありげ点主-1~d+

>1-或3迫"司:020

荻
野
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
河

東
中
島
地
区
の
班
員
に
な
っ
て
以
来
、

町
の
副
会
長
・
監
査
委
員
を
歴
任
し
、

平
成
二
年
か
ら
は
会
長
と
し
て
現
在
ま

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
長
に
就
任
さ
れ
て
か
ら
は
、
「
笑
顔

で
優
し
い
ふ
れ
あ
い
、
誰
に
で
も
で
き

る
活
動
」
を
モ
ッ
ト
ー
に、

子
ど
も
を

事
故
か
ら
守
る
た
め
、
町
内
全
域
の
危

険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
改
善
に
向
け

て
の
活
動
を
行
う
な
ど
、
地
域
に
密
着

し
た
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い
一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

第

mg厨

町
立
図
書
館
で
は
、
皆
さ
ん
に
図
書

館
と
よ
り
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

次
の
と
お
り
第
二
回
図
書
館
ま

つ
り
を

行
い
ま
す
。
親
子
連
れ
で
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

二
月
二
十
三
日
目

会
場
昭
和
町
立
図
書
館

内
容

合

第
一
部
(
親
子
対
象
)

-
昔
話
の
語
り
・
人
形
劇

合
第
二
部

-
地
区
別
の
町
立
図
書
館
利
用
状

況
の
発
表
お
よ
び
表
彰

-
講
演
(
町
健
康
ま
つ
り
の
講
演
)

常
田
富
士
男
氏
(
ま
ん
が
日
本

@ 
⑨ 
⑨ 

昔
話
の
語
り
手
)

・
展
示
絵
本
の
原
画
展
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確
定
申
告
は
お
早
め
に

今
月
の
十
六
日
か
ら
所
得
税
の
確
定
申
告
(
住
民
税
の
申
告
)
が
始
ま
り
ま
す
。
商
売
や
事

業
を
営
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
・
・
・
農
家
の
み
な
さ
ん
・
・
・
申
告
の
準
備
は
も
う
お
済
み
で
す
か
?

ま
た
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
万
や
、
年
末
調
整
、
か
済
ん
で
い
る

方
で
も
申
告
を
す
る
と
税
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
制
で
す
、
か
、
毎
年
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
役
場
や
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ
く
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
が
、
期
限
内
に
申
告
や
納
税
を
し
な
か
っ
定
り
、
間

違
っ
た
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や
延
滞

税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

2月18目

3月18目岡崎.. 

滋綴緩議選議

申
告
に

持
参
す
る
も
の

マ
役
場
税
務
課
、
税
務
署
か
ら
送
ら

れ
た
申
告
用
紙

マ
収
入
・
支
出
が
わ
か
る
書
類

マ
控
除
を
受
け
る
保
険
料
・
医
療
費

な
ど
の
領
収
書

マ
印
鑑

マ
譲
渡
所
得
の
場
合
は
、
売
買
契
約

書
な
ど

マ
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
人
は
契

約
書
、
登
記
騰
本
、
金
融
機
関
か

ら
の
証
明
書
な
ど

マ
昨
年
の
申
告
書
・
内
訳
書
の
控
え

:
必
す
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合

-
一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
額

が
、
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
人

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

-
給
与
の
年
収
が

一
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

-
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
二
十
万
円
を
超

え
る
人

-
給
与
を
ニ
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら

っ
て
い
る
人
な
ど

機綴懇談議機綴

確
定
申
告
を
す
る
と

所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
場
合

マ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
一
年
間
の
給
与

収
入
が
一
千
五
百
万
円
以
下
の
人

は
、
通
常
、
年
末
調
整
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
か
ら
、
確
定
申
告
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す。-
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ

l
ン
な
ど
で

取
得
し
た
場
合

-
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
場

合
・
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

-
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就
職

し
て
い
な
い
場
合

-
給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
場
合

※
ご
注
意
く
だ
さ
い

-
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源

泉
徴
収
票
の
添
付
を
忘
れ
ず

・
控
除
の
種
類
に
応
じ
て
、
領

収
書
や
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

-
還
付
申
告
を
す
る
時
は
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
が
二
十
万
円
以
下
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
を
含
め
て
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④ 平成4.2.1広報しようわ

※
確
定
申
告
を
し
な
い
人
、
給
与
所
得

者
で
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報
告

書
が
送
ら
れ
て
い
な
い
人
は
、
住
民
税

の
申
告
が
必
要
で
す
。
収
入
の
あ
る
な

し
に
か
か
わ
ら
す
必
す
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

V
必
要
書
類
な
ど
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
役
場
税
務
課
(
箇
苅
1
2
1
1

1
内
線

m-m)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

atv 



確定申告 Q&A

Q.申告と相談は

A.所得税の申告と相談は、税務署のほか

各市町村役場でも行っております。

お気軽におでかけくだ、さい。

Q.白色申告の人は IQ 間違いのない

A.事業所得¥不動産所得のある l 申告をするため!こは
方は収支内訳書の提出ガl必要ですo IA 青色申告をすると間違いのな

い申告ができます。ぜひご利用

くだ、さい。

ー・同- ・・』ー-・圃・・圃' ・・・園田・・・

平成3年分

申告受付相談日程

役場税務課で行う確定申告、問・県民税の

申告受付相談は、土曜・日躍を除く下記日程

の通りです。できるだけ該当日をご利用くだ

さい。申告は正しくお早めに/

地区及び該当者 受付期間 時間 会場

西条一区
2月17日伺)

西条二区

清水新居
2月21日働

西条新田
BB 

f甲 越
2月24日伺) 午前 手口

河 東 中 島
8B寺

同
紙漉阿原

2月28自信)
役

築地新居 場

一
飯 喰

3月2日伺) 階
河 西 午後

上河東
ホ

上河東二区
3月白日(金) 4B寺

jレA.年間収入ガ 100万円までの万は税金も

Q.パートの人は かからず配偶者控除や扶養控除も受け

られます。
その他

(予備日)

3月9日伺)

3月13日企)

パートや内職 夫の所得から
の収入 配偶者控除が

gg万円以下 受けられる

gg万円超
受けられる

100万円以下

100万円超 受けられない

自分自身に

所得税が 住民税が

かからない かからない

かからない かかる

かかる かかる

3月16日伺)

※来庁の際は、 最初に税務課窓口で受付をし

てください。また、役場、税務署から送付さ

れた申告書、昨年の確定申告書及び収支内訳

(注)住民税は平成4年度分 E書を必ずご持参ください。

FQ財産をもらった人は ) Q.申告書の提出は Q.消費税の
、

郵送でも大丈夫? 確定申告期限は

A.贈与税の申告は2月T巳(土)から
A 申告書を提出 A 個人事業者の万の

、
r 

3月16日(目)までです。

昨年7年間に個人からもらつだ財 される主主けの万は 1一一一… I~号⑤ |で口151l 
消費税の確定申告は、

産の合計額が60万円を超える人は
郵送でも結構です。 3月31日(火)まで です。

贈与税の申告と納税ガ必要です。
正しい申告と納税を

お忘れのないように/

Q.税金はどのように使われるの? I Q.ニセ税理士つてなんですか

A.国や県、市町村などは、私だちが豊かで安定した生活をし IA.税理主でない人は税務書類の作成や相

ていくため、警察や消防などの公共サービスや道路 ・公園などの公 1 談等をすることは出来ませんJ税理士の

共施設を整備するなどいろいろな仕事をしています。ま芝、社会保 E 二セモノJ には気をつけて/

障の充実や教育の充実にも力を入れています。税金は、このような

幅広い公共活動を行うだめ使われているのです。この美しい郷土、

山梨を支える税について考えてみだいものですね/

J 

⑤ 広報しようわ 平成4.2.1



「
女
性
の
つ
ば
さ
」
訪
欧
記
⑧

現
代
教
育
の
中
に
息
づ
く

ベ
ス
タ
ロ
ッ
チ
・
愛
の
教
育
理
念

ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
に
別
れ
を
告

げ
、
私
た
ち
は
ス
イ
ス
の
ペ
ス
タ

ロ

ッ
チ
記
念
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、

心
理
学
、
教
育
学
、

家
庭
書
が
集
積
さ
れ
て
い
て
、
教
師

が
自
分
で
望
む
場
合
、
再
教
育
を
三

ヵ
月
間
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
性
や
環
境
問
題
に
関
し
て
も
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
と
の
連
携

が
必
要
な
た
め
、
市
町
村
に
出
向
い

て
学
習
会
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
働
き
に
出
る
母
親
も

鷹
野
高
子
(
飯
陵
)

A 研修は12日間に渡り行われました。

増
え
て
い
る
た
め
、
学
習
会
に
大
勢

の
人
を
集
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
日
本
と
同
じ
悩
み
を
抱
え
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
が
生
涯
求
め
た
も

の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
愛
の
倫
理
を

家
庭
、

地
域
、
学
校
、
国
に
実
現
す

る
こ
と
で
あ
り
、
彼
の
教
育
理
念
は
、

孤
児
に
子
ど
も
の
時
か
ら
子
仕
事
を

身
に
つ
け
さ
せ
、
一
人
の
人
間
と
し

て
将
来
自
立
で
き
る
よ
う
、
頭
、
子
、

心
に
よ
る
教
育
を
教
育
の
三
要
素
と

し
た
の
で
す
。

今
回
私
た
ち
は
、

ト
ロ

l
ゲ
ン
に

あ
る
こ
ど
も
村
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
今
も
彼

の
教
育
方
針
を
取
り
入
れ
、
現
在
十

ヵ
国
の
孤
児
百
二
十
名
が
、
両
親
の

代
わ
り
と
な
る
夫
婦
(
元
教
師
が
多

い
)
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ

語
を
共
通
語
と
し
て
、
学
校
に
も
通

え
、
ま
た
社
会
参
加
も
で
き
る
よ
う

マ
ナ
ー
な
ど
も
含
め
て
教
育
さ
れ
、

家
庭
的
に
温
か
く
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
孤
児
院
を
二
十
歳
で
卒
業
し
た

生
徒
は
祖
国
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
祖
国
に
人
間
関
係
が
な
い
こ

と
も
あ
り
、

ω
%
の
生
徒
が
そ
の
ま

ま
ス
イ
ス
に
と
ど
ま

っ
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
将
来
、
孤
児
た
ち
が
母
国
の

施
設
で
養
育
さ
れ
る
よ
う
な
共
同
組

織
を
作
り
た
い
と
話
し
て
い

ま
し

た。
子
ど
も
が
小
さ
い
と
き
家
庭
で
過

ご
す
こ
と
が
、
健
全
な
人
格
形
成
に

必
要
と
い
う
ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ
の
教
育

理
念
を
、
実
際
に
実
践
し
て
い
る
孤

児
院
を
観
て
、
親
の
か
か
わ
り
方
、

特
に
母
親
に
よ
る
教
育
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
の

一一一ヵ
国
を
訪
れ
、
こ
れ
ら
の
国
で
は

す
べ
て
の
問
題
を
、
個
人
と
し
て
で

は
な
く
社
会
の
問
題
と
し
て
捕
ら
え

る
意
識
や
、
女
性
が
各
分
野
で
特
性

を
活
か
し
て
参
画
し
て
い
る
姿
を
、

日
本
人
も
見
習
わ
な
く
て
は
と
思
い Aスイスのペスタロッチ記念館で

第
十
五
回
町
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
戦
が、

昨
年
十
一
月
五
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
町
民
体
育
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、

各
地
区
か
ら
十
二

チ
l

ム
が
参
加
。

A
・
巳
百
リ
!
グ
に

六
チ
ー
ム
づ
っ
分
か
れ
、
総
当
り
戦
で

試
合
、か
行
わ
れ
ま
し
た
。

A
リ
ー
グ
の

優
勝
は
五
戦
全
勝
の
西
条
一
区
チ
!

⑥ 

ム、

B
リ
ー
グ
の
優
勝
も
五
戦
全
勝
の

紙
漉
阿
原
チ
ー
ム
で
し
た
。
入
れ
替
え

戦
で、

A
リ
ー
グ
の
河
東
中
島
チ
l

ム

に
勝

っ
た
紙
漉
阿
原
チ
ー
ム
は
、
次
の

大
会
か
ら

A
リ
ー
グ
に
昇
格
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

平成4.2.I 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦
結
果

ま
し
た
。
そ
し
て
、
数
々
の
貴
重
な

体
験
を
通
し
、
改
め
て
日
本
の
文
化、

生
活
の
良
さ
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た。

最
後
に
、
女
性
の
つ
ば
さ
の
参
加

に
関
し
、

町
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様

方
の
ご
援
助
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。

暗
閣
に
向
か
っ

て

そ
れ
に
不
服
を
言
う
よ

h
は
、

一
つ
の
小
さ
な
光
を
灯
し
ま
し
ょ
う

ペ
ス
タ

ロ
ッ
チ

...ペスタ口ツチ
64才の時の肖像画

広報しようわ

61立5位41立3位2位l位

j可 上 西 押 河 西 A 
東 東河 オ~て オ~て リ

中

島 区 区 越 西 区 グ

ごJ三F弓乞 飯 上 西 染 紙 B 
水

河
オ~ミこ I也 漉 リ

新 新 新 阿

居 喰 東 田 居 原 グ

一
心
の
健
康
問
題

相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

一

ゅ
の
電
話
相
談
室

県
立
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
¥
不

眠
や
イ
ラ
イ
ラ
等
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
山

の
悩
み
に
つ
い
て
医
師
等
の
専
門
家
、ガ

相
談
に
応
、ず
る
「
ス
ト
レ
ス
ダ
イ
ヤ
ル
L

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号
は
、

(
O五
五
二
)
三
七
|

五
五
六

O
で
す
。
受
付
時
間
は
、
日
曜
¥

祭
日
を
除
く
毎
日
、
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
¥
ま
だ
夜
間
相
談
と
し
て
¥

月
曜
日

・
水
曜
日
は
夜
八
時
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
¥
お
気
軽
に
ご
相
談
<、
だ
さ
い
。
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⑨
⑬
④
⑧
 
と
ち
ら
環
鷹
パ
ト
ロ
ー
ル
⑬ 

昭
和
の
川

が
泣
い
て
い
ま
す
ノ
・

最
近
は
、
河
川
の
汚
れ
は
、
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
生
活
排
水
(
台
所
、
洗

濯
、
風
呂
場
な
ど
の
排
水
)
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
汚

れ
の
原
因
と
い
う
と
、
工
場
な
ど
か
ら

の
産
業
排
水
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、

実
は
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

-
調
査
を
兼
ね
だ

実
践
活
動
を
展
開

そ
こ
で
町
で
は
、
咋
年
十
月
末
の
一

週
間
に
町
民
の
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て

(グラフ-1)

各河川の汚濁物質量変化グラフ

実践活動前と実践活動中の比較

い
た
だ
き
、
食
用
油
凝
固
剤
、
生
ご
み

水
き
り
袋
な
ど
の
台
所
セ
ッ
ト
を
、
調

査
河
川
流
域
の
家
庭
に
配
布
し
、
実
践

活
動
を
通
じ
て
ど
の
程
度
現
在
の
河
川

の
汚
れ
が
改
善
さ
れ
る
か
調
査
を
行
い

土
品

1
)
h
~
。

〈
調
査
地
点
〉

①
常
永
川
上
流
・
萩
原
ス
タ
ン
ド
下

⑧
常
永
川
中
流
・
東
洋
マ
ル
チ
ャ
ン
下

③
舎
川
上
流
・
押
越
地
区

⑥
舎
川
下
流
・
玉
穂
町
境
界

⑤
西
条
一
区

⑧
西
条
二
区

グ
ラ
フ

1

1
に
各
河
川
に
お
け
る
汚

濁
物
質
量
の
変
化
を
示
し
ま
し
た
。
{
夫

口活動中

⑤⑥  

地点名

(グラフー2)

昭和町全体の汚濁物質量変化グラフ

実践活動前と実践活動中の比較

ハハ
U

門
川

U

円

H
u

n

H
U

ハ川
U

F

h

d

ハ川
U

F

h

u

ηノ
L

4

1

4
1

一
日
当
り
の
汚
濁
物
質
量
(
陥
)

-活動前

250f 

④ ③ ② ① 
O 

践
活
動
に
よ
り
最
も
河
川
の
汚
れ
が
改

善
さ
れ
た
の
は
、
常
永
川
の
上
下
二
地

点
(
①
・
②
)
で
、
家
庭
生
活
排
水
か

ら
の
有
機
物
量
は
一
日
当
り
上
流
①
で

8
見
、
下
流
②
で
問
見
減
少
し
、
浄
化

率
は
ω
%
以
上
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、

最
も
浄
化
率
の
低
か
っ
た
西

条
二
区
⑥
に
お
い
て
も
、
実
践
活
動
前

後
に
お
け
る
有
機
物
量
の
減
少
量
は

H

同
で
初
%
以
上
の
浄
化
率
で
し
た
。

町
全
体
で
は
、
グ
ラ
フ

l
2に
示
す

よ
う
に
、
却
し
時
の
有
機
物
を
河
川
に
流

す
こ
と
を
防
止
で
き
、
河
川
の
浄
化
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
を
兼
ね
た
実
践
活
動
を

口活動中-活動前

日 600f---一一一ー

当
り500f-------

2400 

Z300-

重200

i(g 1 00 ~ -----

通
じ
て
、
私
た
ち
の
排
出
す
る
生
活
排

水
が
河
川
の
汚
れ
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

私
た
ち
が
家
庭
で
行
う
対
策
は
、
身

近
な
小
さ
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ

の
積
み
重
ね
と
広
が
り
が
、
豊
か
で
美

し
い
自
然
を
守
っ
て
い
く
の
で
す
。
か

つ
て
昭
和
町
に
も

『ホ
タ
ル
が
飛
び
交

い
、
魚
が
群
れ
泳
ぐ
川
』
が
あ

っ
た
は

ず
で
す
。
よ
り
よ
い
環
境
を
子
ど
も
た

ち
に
残
す
た
め
に
は
、
町
民
の
み
な
さ

ん
の
理
解
と
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
一

人
一
人
が
生
活
排
水
対
策
を
心
が
け
ま

し
ょ
、7
。

-
具
体
的
に
は

①
流
し
に
は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー
を
置
き
、

く
ず
や
か
す
を
取
る
よ
う
に
す
る
。

②
使
用
済
み
の
油
は
、
絶
対
に
流
し
に

捨
て
な
い
。

③
フ
ラ
イ
パ
ン
や
中
華
な
べ
、
油
料
理

の
皿
な
ど
の
食
器
は
、
い
き
な
り
水

洗
い
し
な
い
で
、
ま
ず
紙
や
布
で
よ

く
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
。

④
調
理
の
際
の
米
の
と
ぎ
汁
や
魚
の
血

水
、
あ
と
か
た
ず
け
の
際
の
汁
も
の

や
ビ

l
ル
な
ど
の
残
り
も
の
を
そ
の

ま
ま
流
し
て
し
ま
わ
ず
、
い
っ
た
ん

た
め
て
土
中
に
浸
透
さ
せ
る
か
肥
料

と
し
て
利
用
す
る
。

ふ
0

0

ω

0

0

?

令
。
織
。

合
同
で
は
、
み
な
さ
ん
が
生
ゴ
ミ
処
理

器
を
購
入
す
る
場
合
、
補
助
金
と
し
て

購
入
代
金
の
半
額
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

汚濁物質量

O 

町
立
図
書
館
か
ら

合
同
の

お
す
す
め

作
毘

{
一
般
図
書
}

。
メ
ト
レ
ス
愛
人

渡

辺

淳

一

文

筆

春

秋

〈
〉
も
う
い
く
つ
ね
る
と

野

坂

昭

如

文

雲

春

秋

。
武
神
の
階

津

本

陽

角

川

書

居

。
ラ
ス
ト
・
シ
ー
ン

干
刈
あ
が
た

河
出
霊
園
一房
新
書

八
〉
覆
菌
作
家
は
二
人
い
る

北

村

薫

角

川

書

庖

{
児
童
図
書
}

。
か
み
さ
ま
に
お
ね
が
い

赤
根
祥
道
岩
崎
室
田
百

八
〉
赤
牛
モ
ウ
サ

l

儀

間

比

呂

志

岩

崎

書

庖

〈
〉
黄
金
の
城
塞

サ
タ
ジ
ッ
ト
・
レ
イ

く
も
ん
出
版

〈
〉
‘
コ
ー
ル
ド
・
フ
ィ
ッ
シ
ユ

森

絵

都

講

談

社

。
江
の
川

村
尾
清
子

岩
崎
書
庖

平成4.2.I 広報しようわ⑦ 



/スポ少得集/

新人団員を

募集しています
押原ミニバスケットボール・スポーツ少年団

A

フ
月
は
、
ス
ポ
少
特
集
第
四
回
と
し

て
、
昭
和
町
押
原
ミ
二
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
紹
介
し
ま

す。
押
原
ミ

ニ
パ
ス
に
は
現
在
、

豊
川
監

督
、
押
原
小
の
先
生
で
あ
る
小
林

コ
ー

チ
の
指
導
の
も
と
、
六
年
生
八
人
、
五

B
E圃
年

生
三
人
、
四
年
生
九
人
の
団
員
が
い

吋」
ι圃
ま
す
。
団
員
は
す
べ
て
女
の
子
で
、
男

d''園
田
の
子
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
月
・
火

・

、
バ
園
水
曜
日
の
放
課
後
と
月
二
回
の
土
曜
日

/
l
v
圃
の
午
後
を
練
習
日
と
し
て
活
動
し
て
い

な

園

ま

す

。

4
2
μ

圃

現

在

の

メ

ン

バ

ー
に
な
っ
て
二
試
合

，

内

圃

目

の

N
H
K
大
会
で
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
準

・
島
亙
優
勝
と
い
う
好
成
績
を
納
め
、

子
ど
も

司

dr--
も
親
も
み
ん
な
で
喜
ぴ
ま
し
た
。
し
か

-
d
u
し
、
次
の
試
合
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
に
、

-
同
じ
よ
う
な
よ
い
成
績
を
期
待
し
て
し

.
ま
い
、

一
回
戦
で
敗
退
し
た
と
き
な
ど

は
、
指
導
者
も
保
護
者
も
は
が
ゆ
い
思

い
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
で
は
、
小
学
生
の
ス
ポ
ー

ツ
で
す
か
ら
、
勝
ち
負
け
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
切
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
、

子
ど
も
た
ち
を
応

援
し
励
ま
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い

ま

す
。子

ど
も
た
ち
に

「
ミ
ニ
パ
ス
に
入
っ

て
よ
か
っ
た
こ
と
は
?
」
と
聞
く
と
、

「試
合
後
の
食
事
」「
団
員
と
の
お
楽
し

み
会
」
ま
た
、

「他
の
学
校
の
団
員
と
ミ

ニ
パ
ス
を
通
し
て
友
達
に
な
れ
た
こ

と
」
な
ど
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
み
ん

な
押
原
ミ

ニ
パ
ス
に
入
団
し
て
良
か
っ

た
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ミ
ニ
パ
ス
を
通
し
て
、
体
力
づ
く
り
、

友
達
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

押

原
小
新
四
年
生
の
み
な
さ
ん
の
入
団
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
(
保
護
者
会
) 企夏には親子そろってお楽しみ会を行いました。

事つT(!)料理

調昧料 (醤油

-材料 (4人分)

ピーマン巴個サケ缶詰見 卵1個 ネギ%本

小さじ1・酒大さじ 1・醤油大さじ1) 

-作り方

①ピーマンは水洗い在して、へた近くで切り落とし種を取り除

きます。

②サケは汁をきり、 身をほぐします。卵はかたゆでにし、相い

みじん切りにします。ネギは小口切りにします。

③②と醤j由小さじ一杯を入れ良く混ぜ合わせます。

@③在白等分し、ピーマンに詰めます。

⑤焼き網を良く熱し④のピーマン在転がしながら焼き、ピーマ

ンが焼けたら酒、醤j由を合わせたつけ汁をつけ、香ばしく仕

上げます。熱いうちに召し上がってください。

ピ
ー
マ
ン
の

サ
ケ
詰
め
焼
き

@伝い

栄養改善推進員

清水ふみ江さん (押越)

|ちょっと一言 | 
今 回は網で焼き、あっさり仕上げましたが、

中身にチーズ等を加え、油をひし寸こフライ

パンで焼いても、違った味が楽しめます。中

身を工夫してお作りください。

--ふるまい
の
茶

の
ぬ
く
も
り
や
寒
詔

逝
き
し
子
の
辞
書
汚
れ
お
り
牡
丹
雪

入
院
の
知
ら
せ
花
野
を
ひ
た
走
る

秋
の
蝶
麹
を
休
め
し
喪
の
草
履

山
の
坊
守
り
に
嬰
ら
ず
ネ
紅
葉

糸
、
棒
旅
に
別
れ
し
尼
に
逢
ふ

試
合
に
行
く
大
き
な
む
す
び
冬
菩
萩

た
ち
ま
ち
に
信
徒
集
え
り
霜
夜
か
な

煤
梯
い
魔
除
け
護
摩
札
排
難

赤
根
焼
て
ふ
飯
碗
や
糸
、
ぬ
く
し

朝
夕
の
枯
野
へ
試
歩
の

人
ら
し
く

運
転
へ
霧
が
濃
け
れ
ば
く
ど
く
ど
と

冬
楼
併
舎
利
塔
の
草
履
入
れ

時
雨

い
し
が
三
日
月

い
つ
か
現
は
れ
て

極
月
の
音
立
て
て
閉
ず
電
話
帳

七
十
路
越
え
不

日
に
透
か
す
感
情
線

果
、椿
風
邪
の
子
背
中
に
師
走
道

作
物
の
裏
目
ば
か
り
に
ネ
の
暮

糸、
至
粥
検
診
異
常
な
か
り
け
り

銘
柄
は
若
返
り
て
ふ
今
年
酒

冬
ざ
れ
や
窯
場
未
完
の
天
狗
百

臓
梅
挿
し
誰
れ
も
気
付
か
ぬ
誕
生

日

は
な
や
ぎ
て
句
会
に
急
ぐ
聖
夜
か
な

子
に

つ
い
て
老
い
の
転
居
や
年
つ
ま
る

障
子
貼
り
上
手
や
母
を
真
似
な
が
ら

祖
母
よ
り
の
秘
伝
の
味
噌
を
作
ら
ん
や

雨
宮

井
上
ま
さ
江

イヲ子

藤
五哉
さF

小
沢
百
合
子

長
田
そ
の
子

河
田

輿
石
さ
だ
代

塩
田

T奇

里子
内
藤
ふ
く
次

中
j尺

薬

f長

--
③ 平成4.2.I 
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春
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好
子

麻
子

久

枝
静
イえ

花
枝



赤・ぢ .~.fu. 誕・隼

しおり

秋山詩織ちゃん
eH3. 2. 6生(紙漉阿原)

・ (父)久樹・(自)ちとせ

りょう

田中綾くん
・H3.2. 22生(築地新居)

・(父)秀幸・(田)いづる

んや

)

ぢ

晒

せ

み
未
U
E山

川
麗
2

1

原

a
広

石

aω
U
H
f
、

•• 
親から一言~我家の司愛いいマスコットで
す。好奇l山ガ強く何にでも興昧を持ち、ちょ
っとじゃまをすると怒るところなど、お父さ
んそっくりかな?明るく素直な優しい子にな
って欲しいと思います。

親から一言~生まれだ時から太めの綾は、

何をしても「かわいいネ」とみんなの人気も

の。あっという聞の成長に私達もひ、っくりし

ています。いつも元気で優しい子になって

親から一言......， rJ¥J¥/ママ/...Jそう呼んでく

れる日ガ、楽しみです。私達の娘ですもの高望

みはしませんガ¥いつも明るく優しい、誰か

らも愛される女性になって欲しいです。

ッコ
，‘. 
4
H
M
 

同
ロれ切‘E

E
-

aEν 
h
 4

u
 

細
刷の縦

料
理
人
泣
か
せ
の
野
菜
と
い
え
ば
玉

ネ
ギ
。
刻
む
と
、
悲
し
く
も
な
い
の
に

涙
が
ポ
ロ
ポ
口
と
で
て
き
ま
す
。
一
涙
の

原
因
は
、
玉
ネ
ギ
の
細
胞
に
含
ま
れ
て

い
る
ス
ル
フ
工
ン
酸
・

S
lオ
キ
サ
イ

ド
な
ど
の
硫
化
物
。
玉
ネ
ギ
を
切
る
と

き
に
こ
れ
ら
の
硫
化
物
が
空
気
中
に
飛

び
散
り
、
自
の
粘
膜
を
刺
激
す
る
こ
と

か
ら
起
こ
り
ま
す
。

一
涙
が
出
る
の
を
防
ぐ
に
は
、
玉
ネ
ギ

を
水
の
中
で
む
き
、
水
気
の
あ
る
う
ち

に
手
早
く
切
る
の
が
効
果
的
で
す
。
こ

れ
は
、
硫
化
物
、か
水
に
溶
け
や
す
い
と

い
う
性
質
を
利
用
し
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
硫
化
物
が
空
気
中
に
飛
び
散
り
、

目
の
粘
膜
を
刺
激
す
る
の
で
す
か
ら
、

換
気
を
よ
く
す
る
の
も
涙
が
出
る
の
を

防
ぐ
一
つ
の
方
法
で
す
。

し
か
し
、
ど
の
方
法
も
絶
対
的
な
効

果
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
切
れ
る
包
丁

で
手
際
よ
く
切
る
よ
う
に
心
が
け
た
ほ

う
が
よ
い
よ
う
で
す
。
切
れ
な
い
包
丁

で
切
る
と
、
玉
ネ
ギ
の
細
胞
を
押
し
つ

ぶ
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
だ
け
硫
化
物
を

飛
び
散
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

か
ら
で
す
。 5hVント

ヨ三ネギの鼠むをと
みじん切り

玉
ネ
ギ
の
上
手
な
み
じ
ん
切
り
の
コ

ツ
は
、
根
元
を
残
す
こ
と
。
根
元
を
切

り
取
っ
て
し
ま
う
と
ば
ら
ば
ら
に
な
っ

て
、
う
ま
く
み
じ
ん
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

根
元
を
残
し
て
縦
半
分
の
二
つ
割
り
に

し
て
横
に
寝
か
せ
ま
す
。
縦
に
細
か
く

切
れ
目
在
入
れ
、
次
に
左
右
か
ら
し
っ
か

り
押
さ
え
な
が
ら
ま
な
板
と
平
行
に
、
横

に
包
丁
を
入
れ
、
端
か
ら
細
か
く
刻
み
ま

す
。
手
順
は
面
倒
そ
う
で
す
が
、
簡
単
に

き
れ
い
な
み
じ
ん
切
り
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
玉
ネ
ギ
を
オ
ニ
オ
ン
サ

ラ
ダ
な
ど
で
ス
ラ
イ
ス
し
て
使
う
と
き

は
、
縦
で
な
く
横
割
り
に
し
た
下
半
分

を
使
う
と
お
い
し
く
で
き
る
の
を
ご
存

じ
で
す
か
。
上
半
分
も
下
半
分
も
同
じ

だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
玉
ネ
ギ
は
下
の

部
分
ほ
ど
繊
維
が
細
か
く
て
柔
ら
か

く
、
ま
た
色
も
白
い
の
で
、
お
い
し
く
、

見
た
目
も
き
れ
い
に
で
き
ま
す
。
残
っ
た

上
半
分
は
、
み
じ
ん
に
刻
ん
で
使
う
と

よ
い
で
し
ょ
う
。

一
命

but--・7
v

一

合

お

誕

生

〈
〕

(
)
内
は
保
護
者

一
(⑩
西
条
一
区

一
(⑩
西
条
二
区

一
(⑩
清
水
新
居

一
(⑩
西
条
新
田

マ
奥
山
美
和
(
寧
)

マ
小
林
加
奈
(
昭
夫
)

マ
深
津
愛
実
(
益
美
)

マ
間
柄
友
梨
香
(
太
一
)

マ
青
柳
早
紀
(
吉
夫
)

マ
平
野
幸
兵
(
茂
雄
)

マ
塚
原
裕
樹
(
己輿)

マ
榛
葉
貴
昭
(
徳
光
)

身
の
回
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ム
ダ
を
見

直
し
ま
せ
ん
か
。

冬
、
ご
家
庭
で
使
わ
れ
る

エ
ネ
ル
ギ

ー
の

3
割
が
暖
房
用
。
そ
こ
で
お
部
屋

の
温
度
は
初
度
C
を
目
安
に
こ
ま
め
に

調
節
し
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の

節
約
は
小
さ
く
て
も
み
ん
な
で
は
大
き

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
暮
ら
し
の
中
の
電
気

器
具
、
ち
ょ
っ
と
見
回
し
て
、
む
だ
な
く
上

手
に
使
う
工
夫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

O
冷
蔵
庫
は
冷
気
の
循
環
か
悪
く
な
ら

な
い
よ
う
詰
め
込
み
す
ぎ
に
ご
注
意

o
照
明
器
具
は
時
々
の
お
手
入
れ
で
明

る
さ
確
保

0

エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま
め

に
お
掃
除
を
。

甲
府
市
住
吉
五
丁
目
十
五
の
一

東
京
電
力
甲
府
営
業
所

冨

4
1
9
3
1
1

平
成
三
年
十
二
月
一
日
i
十
二
月

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
ハ
叡
柿
略
)

⑨ 広報しようわ

⑨

河

西

⑨

上
河
東
二
区

マ
佐
野
旭
(
喬
)

マ
萩
原
皆
美
(
要

一

マ
梶
原
直
紀
(
弘
)

平成4.2.I 

• -，'"、
ιー

結

婚

.

⑨
清
水
新
居

マ
藤
原
勇
一
・
坂
本
美
和

マ
飯
島
忠
二
・
沢
登
仁
美

⑨
築
地
新
居

マ
野
沢
絃
明
・
前
回
付
い
子



同~~~
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
四
月
に

新
し
く
小
・
中
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
予

定
者
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ
、
就
学

通
知
書
を
発
送
し
ま
し
た
。
通
知
の
右

側
に
請
書
、
か
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け
と

っ
た
方
は
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

i
lν
 

ま
た
、
ま
だ
受
け
と
っ
て
い
な
い
方

、
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
町
教
育
委
員
会
(
冨

花
ー

2
1
1
1
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

ー
し

〈
平
成
四
年
度
〉

小
・
中
学
校
入
学
予
定
者
の

保
護
者
の
み
な
さ
ん
ヘ

年
齢
や
男
女
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。
町
の
文
化
協
会
書
道
部
の
み
な
さ

ん
と
一
緒
に
、
楽
し
く
書
道
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

o
日
時

包
月
第
一
・
第
三
木
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
j
九
時
三
十
分

。
場

所

昭

和

町
中
央
公
民
館

O
講

聞

若

尾
敏
夫
氏
(
西
条
)

-
申
込
み
は
、

教
育
委
員
会
内

・
文
化

協
会
事
務
局
(
箇
苅

241414l)ま

で。 筆三
を~
と好

みつ Z
5て五
ん
か

令
た
こ
あ
げ
大
会

A
的
。

O
B
時

二

月

十

一
日
腕

午
後
一
時
三
十
分

o
場
所
押
原
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

O
だ
こ
が
う
ま
く
揚
、
か
ら
な
い
人
は
¥

斉
藤
岳
南
先
生
の
寸
だ
こ
病
院
し
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

0
温
か
い
あ
ま
酒
も
用
意
し
て
あ
り
ま

す。
-
詳
し
く
は
、
役
場
健
康
福
祉
課
(
冨

苅
1
2
7
7
7
)
ま
で
あ
間
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

o
日

時

二

月
八
日
∞

午
後

一
時
三
十
分
「
〕
四
時

O
場
所
西
条
小
学
校
・
中
央
公
民
館

。
費

用

無

料

0
対
象
者
保
育
園
児
・
鈎
稚
園
児
・

小
学
生
(
三
年
生
ま
で
は
親
子
で
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
〉

O
持
ち
物
犯
仰
の
も
の
さ
し
・
筆
記

用
具
・
は
さ
み
・
小
刃
カ
ッ
タ
ー
-

木
工
用
ボ
ン
ド
・
新
聞
紙
二
、
三
枚
・

手
ふ
き
用
タ
オ
ル

町
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
の
会
で
は
¥
恒
例
の
だ
こ
あ
げ
大
会
を
行
い
ま
す
。

ま
た
¥
だ
こ
あ
げ
大
会
に
備
え
田
親
会
員
の
指
導
に
よ
り
だ
こ
づ
く
り
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
思
い
思
い
の
だ
こ
を
つ
く
り
空
高
く
だ
こ
を
揚
げ
ま
し
ょ
う
。

ふ
V

た
こ
づ
く
り
講
習
会
や

みんな

おいでよ

手
"
つ
く
り
た
こ
で
た
こ
あ
げ
大
会

の持く生 ・ 口口 O O O E 襲
ス パ〈シ 場所時日催主

で 。万t 消 昭和ト 講師 七 町環境考をえ 戸U 

すまき 会場ま 11 れ方はる 城小山 友費者藤内 椎 回長1〉 八 6白 例田I い

で 1 六の み T大郎名宴 太会館厚子Jf 
のi孟)ま役場環、生年会子ち 泉幸弘 昭道 一 穂王 包ヲ

迎で 氏時 1
用 ご 町

自
宅
学
習
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
高
校

を
卒
業
で
き
る
の
が
通
信
制
高
校
で

す
。
勉
強
す
る
内
容
は
¥
全
日
制
・
定

時
制
と
全
く
同
じ
で
す
。
卒
業
を
目
的

に
入
学
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
¥
特
定
の
科
目
だ
け
勉
強
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ま
た
¥
通
信
制
に
は
多

く
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

口
募
集
期
間
三
月
一
日
j
四
月
十
五

日
入
学
式
四
月
十
九
日
間

口
出
願
場
所
県
立
中
央
高
校
通
信
制

甲
府
市
飯
田
(
薗
お
1
4
4
7
4
|
)

口
出
願
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
だ
者

中
学
校
を
卒
業
し
疋
者
と
同
等
以
上

の
学
力
、
か
あ
る
と
学
校
長
、
ガ
認
め
疋

者年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

県
立
中
央
高
校
か
ら

x
x
x
x

通
信
制
高
校

入
学
生
募
集

町内交通事故

E発生件数1
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

== 12月分--

件数 |負傷|死者|

物損49件| 人| 人

人員2払I/?;JI土、
(+ 18) い'ιlノ|、...;...UJ 

( )内は、前月比
(西条駐在所調べ)

- 三重ミヨ・

、 IIF布/1'1キ世 i目 1~A1.;.J一一応ー
I I-~ --，---，一μ'"'・"".、"""、 -・・・.，

県では、県民のみなさんの自由で清新なご意

見を県政に反映させるだめ¥県政モニターを募

集します。

砂応募資格県内にあ住まいの20歳以上の人。

芝だし次の人は応募できません。

①地方公共団体などの議員

②常勤の国家公務員、地方公務員

③過去に県政モニターの経験のある人

砂募集人員 130人〈応募者の中から選考さ

せてい疋だきます。〉

砂募集期間 平成4年オ同6日円から2月刊日

伺)まで

砂任期オ年

砂応募方法官製はがきに¥郵便番号 ・住所 ・

氏名(，3¥りがな〉・生年月日・年齢・ l性別・職

業(具体的に〉・電話番号を明記し、峡中地方

振興事務所(干400 甲府市丸の内1-6-1l璽
37-1912)へお送りください。

砂詳しくは 峡中地方振興事務所crcは県広聴

広報課(箇35-7259)まで

-コース
応
募
方
法

甲
州
軍
団
出
陣
に
、
専
門
家
の
着
付

け
で
参
加
で
き
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

ハ
ガ
キ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

0
募
集
人
員
百
名
(
多
数
抽
選
)

・

甲

斐

国

衆

四

十

名

・
三
条
夫
人
女
武
者
隊
二
十
名

・

先

方

衆

四

十

名

o
参
加
料
五
千
円
(
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
・
記
念
写
真
・
保
険
付
き
)

0
申
込
み
締
切
り

三
月
十
日

ω

一T
制
甲
府
市
丸
の
内

一
ー
六
l

一

県
観
光
課
内

信
玄
公
祭
り
甲
州
軍
団
出
陣

実
行
委
員
会
事
務
局

(
冨
お
1
2
7
2
2
)

四
月
十
一
日
出

午
後
五
時

i
八
時

甲
府
駅
前
・
舞
鶴
城
公
園

-

日

時

信
玄
公
祭
り

甲
州
軍
団
出
陣

あ
な
た
も
甲
州
軍
団
出
陣

武
者
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

広報しようわ 平成4.2.1 ⑩ 



保健衛生だより

手し 児 (建 康 吾ロ分ジ 査 q 歳 6 か 月児健康診査

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 実施自己月27日側

午後 1時日日分-1時30分
受付時間午後1時-1時30分

(常永地区)
平成 3年 1月 車窓 場 所総合会館

午後 1時30分-2時日日分
出生児。

メ仁E1A 該 当児平成 2年 6月1日~平成 2年 7月31日までの出生
2月14日

(金) (西条地区) メヱ三三九ご

児。及び前回未受診児。

午後2時00分-2時30分 平成 3年 4月 持ち物母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

(押原地区)
出生児。 自官

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所
事し 児 寮.J:E文三 ~ 外 科 ネ受 霊ロ会ジ

午後 1時00分-1時30分
平成 3年 7月 高念

実施日 2月26日制

(常永地区)
出生児。

受付時間午後1時-1時30分

2月18日 午後2時00分-2時30分 i仁E1N 場 所総合会館

(火) (西条地区) dZE2h Z 該 当 児 平 成 3年10月1日"-'11月30日までの出生児。

午後3時00分-3時30分 平成 3年10月 持ち物母子手帳

(押原地区)
出生児。 自官

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田 飼えなくなった犬猫収集臼

押原地区 押越河東中島 紙漉阿原

常永地区 築地 新居飯喰河西上河東 上河東二区
日時 2月14日掛・ 18日告白

午前10時50分-10時55分

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・ 筆記用具・パスタオル 場所総合会館前

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので ※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

ご承知ください。 た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり封をしてくださし」

由子手帳受付及び一般健康相談日
5 歳 児 {建 康 吾。介ジ 査

日時 2月白日 (桐 ・15日比)・ 25日IY<)
午前日時-11時30分 実施日 2月20日体)

場所総合会館 受付時間午後1時-1時30分

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。 場 所総 合会 館

妊娠証明書は必要ありません。 該 当 児 昭 和61年11月1日~昭和62年 1月31日までの出生

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、 児。及び前回未受診児。

栄養指導などを行い、健康についての相談にお答えしてい 持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票

ますので、お気軽にお出かけください。 ※尿検査がありますのでご承知おきください。

「a画~ 園園匹圃園 理 i 
昭和町が

テレビ山梨

fご出演

砂日時 2月15日(却

午後5時~6時

⑪ 広報しようわ 平成4.2.I 
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平成4年 (1992年)2月のとよみ
きさらぎ

如月 FEBRUARY 

ー 土 Saturday

f重
成人病予防週間

(~ 7 日 )

日 Sunday 月 Monday 火 TuesClay !水 WedneSday!木 Th LJ{sd'8'y [笠 FrldSY

春の火災予防運動 券 道路漏水を発見したら…… *
3月1日~ア日まで

冬の道路漏水は凍結すると非常に危険です。水道

~毎日が火の元警報発令中~ 局では寒波対策期間中のパトロールを実施していま

この時期は空気が乾燥し、風も強く、ち すが、路上に水が吹き出していたり、しみだしてい

ょっとした油断から火災が起きやすく、ま るのを見つけた方は、お手数でも水道局までご連絡

た、大火になhやすい季節です。一人 ください。ご協力をお願い致します。

ひとbが注意して、火災を防ぎましょう。 砂連絡先 甲府市水道局(冨28-3 3 1 1) 

2 滅仏 3委 4露 5者 6童 7強
節分 立春 北方領土の日

リハビリ教室

(総合会館)

8委

総合会館温泉定休日|図書館休館日

動
mw
館
明

会
劉
拾

日

習

p
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へ

お

E
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U
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巾

3
i

言
計

1
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〆
1
1
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庁
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(
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後
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相
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場
ご
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ン

昭
川

シ
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題

干
問

日

境

ム
(

環
ウ

球

ジ
地
ポ

ぴ

館
及
日
会

付
談
ム
口

交
相
浦

帳
康

手
健

子
般

母
一

~

寸

時
吋

院
吋

談
れ

ん化

相
削

午

、と
館
殿
山
明

ご
会
杵
日

配
合
政
如

、
υ
総
二
丁
中

J

(
f

(

 

館会ム
口

会
総

習

(
講話手

9百 10露 11奇
圃建国記念日

12重 13議 14委 15百
リハビリ教室

(総合会館)
---1一一一一一一 ー一|一一一一一一一一一一一| 一一一一一一一-1一一一 r ~- I-，; -，;~-~~~-------- 1 母子手帳交付及び

町生涯学習推進大 |図書館休館日 |総合会館温泉定休日 |心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ|乳児健康診査 | I ~::'~I~.，"，:""" ~-ÉÉ: I ~~-;;J~~;:"N... I'I . I-I I ~~r;:;;'t<<::~ Jr~:~ o:t_ ¥ I ~LX-~';: :;::~~';;;\ / I-JU/UI~/~~~~~~\ I一般健康相談日
会(総合会館 県 政 モニター募集 |図書館休館日 I(総合会館午後l時，，-)1ーピス(伊ムム館) 1 総合会館)1 I =~ -~~ / -~5R I ~~~;;~~ l¥il;t，r::I:AJ:<i T l:5U "'J -， I 心口=tlloi J I '::=1.:' +~ /.J-~I" ~'~ _:: :.!iJ I 総合会館)

締切り日 1 t.=守あげ大ム 飼えなくなった犬猫 ||】」 古 I ~;:~~ ~d- --->iL'/¥'11:t1 I子供アニメ映画会
(lOP参照)1 (lOP参照) 1 の収集日 | \~V ~ "" ，...，，， 1 1 v/-，̂ 7I"O I --l町立図書館)

UTyr夕やけ情報

局」出演(llP参照)

16露 17奇 18童 19強
雨水

20委 21百 22露

総合会館温泉定休日 図書館休館日 乳児健康診査 心配ごと相談 5才児健康診査 役場開庁

(総合会館) (総合会館午後 l時，，-) (総合会館)

轍
手話講習会 行政相談

(総合会館) (中央公民館午後l時，，-)

西条一区・西条二区・清水新居・西条新田 確定申告相談受付 C5P参照)

23奇 24室 25絵 26委 27百 28露 129奇
皇太子誕生日

第 2回

図書館まつ り
図書館休館日 母子手帳交付及び|心配ごと相談 1 1才 6ヶ月児健康 |図書館休館日

一般健康相談日 1 (総合会館午後l時，，-)1 診査(総合会館) 1飼えなくなった犬

(総合会館) 1 乳児整形外科検診 |寝たきり老人入浴サ|猫の収集日

手話講習会 総合会館)1 ーピス(総合会館)
(総合会館)

7事，¥h

2おきJ

ク

押越・河東中島・紙漉阿原・築地新居 確定申告相談受付 C5P参照)

12日・ 26日 6日・ 18日

268 

※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入 してく

ださい。

※収集日の当日午前8時30分までに出してくださ

※可燃物、不燃物の分別はし っかりおこな ってく

ださい。

※台所のゴミは水切りをして出してください。

広報しようわ 平成4.2.1 ⑫ 


